
各種の給餌方法が飼料糞求率と管理労力把及ぼ  

す影響について（第5報）  
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肉豚の給餌法で問題点として残されていた、別慣、不断両給餌方式の長所・短所を調和し得る給  

餌方法を究明するために、昭和44年以来試験を行ってきたが、各種の給餌法のなかで彙も安定し  

た結果を得ているSkip－－a－day法の閑鴨特休蔑の確定をはかり、その管理作業時間に関する  

調査と、一方、木方式の愴餌作業の機械化に関する・検討を行ったので、その行果を報告する。  

Ⅰ各種給餌法にエる肥育試験  

1．試験方法  

（l）供武原と期間  

供武原は、ランドレース種雌とハノブシャ一種椎同父系の交配種5蝮から55頭を供試し、  

表1のエう忙配分した。  

試蝮湖侶層、唱和4d年7月17日から同年11月4日までの1て0日間で、◆・群平均体重  

20勒から9〔〉Kクに到達するせでの期間とした、つ   

表1．供試陳の配分  

一 
A   A   B   C   D   田  丁忘丁  】平均 ‖   

ク   ‾頂  鞄  勒■  腹                   制限給餌区  K  町  K才  柑  ダ         21．口  2q．0  190  
21．e   

5DK似降7日冒   2（】．0  24．5  1R0  1B．0  21．0  18．5  18．0  19－9   
1日断餌区  

40鞄以降 〝   210  20・5  190  2〔1▲ロ  20，5  1貪5  1エ5  1鼠7   

50K§似降〝   2［〉．5  2（）．D  20．0  1？．ロ  21．5  2l．0  195  2D・∃   

（2）給与飼料と給餌方法をらぴに一般管理   

飼料は、豚産肉能力検定飼料を用いて、制限給餌区は、検定基準食によって、50晦まで   

は、1日5同、50晦以降は1日2回の制限給餌とし、Skip－a－day区につぃてけ、夫   

々50K9、40鞄、5山毎軋逢せては不断絵詞とし、以降は7日日1日の断軍を行った。  

なお、供試豚舎は10．8†オの棚方排糞所型豚房に1群7頭の群飼とし、一般管理は、当均  
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の慣行に従って東嶺した。  

2．試験の結果と考察   

（1）採食状況と健康状態  

採食状況は試農期間中を通じて、旺盛であったが、全期間、不断給餌区の一私17号 豚は、  

試験開場後4日目に碑帯ヘルニヤとなったため試験から倹外し、同体真の代替豚に上って試   

験を継続したので、この事故豚と同腹の他区に配分したものは、集計の段縛で除外し、従っ   

て各区占頭の集計に塞き発育繕果の分析を行ったが、他の供試豚吐、試験期間中、何れも偵   

明宏発育を示したものと考えられる。   

（2）発 育  

発育成績は表2忙示すと封少であった。  

乗2 発育成績  

所 要 日 款  1日 平 均増俸 重  
区  分  

前 期  後期  ノ全期間   駒 期   後 期   全期間   

制限給餌区  5‘日】  54日  110日  55d±55ヂ  7“土57ダ  占59士47タ   

不断給餌区  51   52   105   占07士74  755±8△  ‘81±る9   

5（）句似降7日臼 1  49   
日断餅区  59   108   ‘55±45  占97±48  dる8±4る   

40晦  〝   4る   55   101   d81士70  782±る9  752土71   

50晦  〝   55   52   105   575＋d5  ‘798士82  ‘85士50  

すなわち、所要日数でみると、40相似降7日目1日断餌区の101日、つぃで不断給餌  

区、50Kク以降7日目1日断簡区、50晦以降斬餌区の頒となり制限給餌区の11．b日が桑  

も劣っていた。   

これを1日平均増体重でみると前期で姓、40K9以降7日目1日断鮪区のム81±7aタ  

が最も僕れ、ついで、50Kク以降7日臼1日新鮮区、不断給餌区、50晦以降7日巳1日断  

餌区とな．り、制限給餌区の55ム士55㌢が溝も劣った。せた後期では、50Kク以降7日日  

1日断餌区の798士82牙が最も良く、ついで儲かの差で、40Ⅹク以降1日断餅区の   

782±占9ダとな少、制限給餌区の7占‘士57ダと不断給餌区の755士8占伊との間  

把ほ余わ大草な差がなく、50句以降7日目1日断餌区が・d9．7士48タと最も劣っていた。   

ちれを全期間でみろと、4口和以降7日臼1日斬餌区の75こ2士71才が敷も優れておク  
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他の4区は何れもdO Oチ台で大差がをく、分散分析の結果は表5に示すと封カ、後期封よび  

全期間では交互作用が認められたので、有意性は認められなレヽ   

表ま 発育成績の分散分析表  

前  期  

自由度df   変 動 S   分 散 Ⅴ   y  債   

腹A   5   51．占14   111538888 8．91英；ヰ   

給 餌 法 B   4   4丘占19   11．る54   鼠8．るX美   

交互作用AXB   12   274‘9   2．289   1＿95＼′   

浜■ 差  e   20   2 5．占5 9   1．181  

さし T   4〔〉  

後  期  

A   5   4．09 4   1．5（i4   0．9 7  

B   4   21．2 9 2   5．5 2 5   5，81 ラく   

AXB   12   6 5．D 7 9   る．9 25   4．95米英   

e   2〔】   2 79 29   1．59‘  

T   4 0  

全期間  

A   5   15．47る・   5．158   d，る5英×   

B   4   1占．1〇1   4．8 2 5   5．17英共   

AXB   12   48▼085   4．〇ロ ム   5．15英こヰ   

e   2 0   15．547   77  

T   4 0  

（3）飼料の消費畳かよび要求率   

飼料の澗弦状況把ついては、さきにも述べたように不断給餌区り1閣を事故のために除外  
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し、同体億の代替豚にエって試験を継続したので必ずしも正確な結果は得られ夜いが一応の  

傾向を示しているものと考え、その結果を示すと索4のと■かゎであ少、全期間の飼料雫承翠   

表4．飼料消費果おエび飼料要求率  

飼 料 消 費 量  飼 料 費 来 客  
区 分  

前 期  後 期  全期間  前 期  後 期  全期間   

制限給餌区   88．0晦  152．歩  240．2K，  2．87   乙8†   5．40   

不断給餌区   970  158．4  t 255．4   5．22   5．54   5．5d   

50K雪以降7日目  
‘1日新鮮区   

84．7  1d占，5  251．0   2．77   4．14   5，云5   

40Ⅹク 〝   85．5  1dO．5  245・8   2．75   5．8占   5．59   

50Kク  〝   8．5．8  1占0．5  244．5   2．74   4．04   5．49  

でみると、不析給餌区の5，5占が最も低く、ついて40Ⅹク場牌7日目1日脚区の5．59、制限袷硝区、   

50軸以降7日目1日断餌区とをり、50鞄以降7日日1日断餌区の5．55が敢も高かった。  

（4）屠体調養成積  

肥哲試験終了後各区から牲1頚、去勢雄1肇■を骨法に従って、と殺解体し調査した結果は   

賽S－dに示すとお少で蒙った。  

衆5．脂肪層の厚さ  

腹 部 月旨 肪  

コ シ′  平 均  前   中】後】平均   区  分             カ ク  セ            制限給餌区  5．5α〃  1．9ごm   2．9α花 2．8C飢   1．9Cm  1．占仰l  4．5（珊  2．占ml   

不断給餌区  5．5  2．1  5．2  2．9  1．1  1．5  2．占  1．7   

50Kぬ降7日日 1  5．7  2．5  5．2  乙1  1．2  1．占  5，9  2．2   日断餌区  
40Ⅹク   5．5  1．8  2，8  2．7  1．0  1．8  5．8  2．2   

50Rク  〝   5．7  1．9  5．0  2．9  皿  1．d  2．占  1．8   
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表d 屠体制定借  

区  分   絶食  j冷居  屠内  屠   背 廣  長  居   ロ ーー．ス  大判肉片の割合  

体重  重  歩留  長   2   5   
囁  団長  臆・・二  カ タ  tコー・損 バラ  ′ヽ ム   

芯ク   勒   ヰ   ¢I柁   仰   亡l乃   d叩   （－M   CI汀   J   痴   劣   楚  
制限給餌区                             852  る0．8  72タ  8鼠5  771  dる7  50．2  52J  157  15ム  50．9  40．2  28夕   

不断給餌区  8鼠5  古口．7  るス9  ウ55・  1．4  70二4  52ム  52工）  1‘5  18タ  50．7  5ス0  52ヱ   

5浦波僻7白日 1日断区  95フ  △1．0  ‘5工l  95ヱ  81．る  d89  51．9  52ム  1古刀  15点  292  574  55J   餌  
4D晦   〝   8d．5  588  ム乙0  971  1．7  72J〕  54ム  55，0  1157  1ふd  55る  558  50．9   
5DRグ   

30Rg 882  lる85  ム85  959  t5  72．1  545  525  158  14タ  －295  5R7  5tO  

ナなわち、背脂肪の厚さについて吐、屠殺時体重との関連もあって明確ではないが、Skip 

aJday区が対照2区と比べて特忙厚脂の傾向は認められず、tた屠体の長さヤ慣等についても、  

屠殺時体重や椎骨数等の雫田忙上って支配されたものと考えられる。   

このエうK8kip－a－dさy法が枝肉形質に特に影響な与えるものとは考えられない。  

甘 各種給餌法Kよる作業時間調査   

1群7頭群飼時忙おける給餌作業時間を肥育後期忙入った9月15日から10月15日せで、   

55日間にわたカ各給餌区につぃて測定したととろ表7忙示す結果を得た。   

なお、各区の豚房配置を示すと、下図のとお少であ少、せた調査期間中の供試豚体重は、概ね   

52軸から78勒の問であった。  

表ス 各種給餌故にエる給餌作業の所嚢時間  

区  分   1日 2回  不断給餌区  50鞄以降  占DEク   5．0勒  

制限給餌区  7日日1脾区  〝   

翁盃期間中の給餌作業回教   るム回   15回 14回   14匝l   14回   

さ5日間の全作業時間   45エ2秒   2．02秒   2．024秒   2．4る5秒   2．74筏   

1白当卜平均作業時間   158．秒   d1．5秒   占1．る秒   74．d秒   85．威   

▲1日1頭当カ所零時問   約1R秒   約 8．8秒  約  8．8抄   約10・砂  約11．   

≡  指 数 対 比   1（）0  l■ 44．4   4」l．5   5 5．9   d 口、1   
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試  験  区  配  置  図  

5．d O所  

5．4［）仇  5．占0‘   5．占0  5．占0  ．5．る0  

即ち、制限給餌区は、朝夕2回飼料を給与するために1日1頭当少約20秒を零しtいるが、   

不断給餌区やSkip－a－day区は、不断給餌飼将にその容棟（約d口和入少）一杯忙飼料を投   

入しておき、これが全量消費される前忙飼料を補充すれば良いので、55白の調査期間中15～  

14回飼料を補充したので概ね2．5～2▼5日に1【司の割となカ、従って1日1頭当少の所要時間   

では豚房配置の関係上そ？移動距離忙相違がある水約51∂秒から11・9秒と1日2回の制限讃朝   

方法と較べて薦ね40軒～55多その時間が節約されておク省力化のためには有効左方法である  

と考えられる。  

Ⅱ 給餌機の比較設計   

養豚の規模拡大に伴在い、省力的な管理作業の体系化が要請されてお虻、前項のように、効率   

的夜給餌方式を採用すること忙よって、成る程直の省力化は可能であろが」作葉者が運搬する飼   

料の放と歩行速度には、白から鱒寛があるので、最も能率的には、飼料録体が飼稽や、給餌器ま   

で移動する方法が望jしいのて、Sktp－a－day法ヤ不断給餌を前榛上する機械給餌方式につ   

いて、半自動方式および全自動方式の2種忙ついて比較設計した。  

すなわち、昭和4占年鑑に中央畜寝食において作成した。常時500頭肥育用の標準的畜舎に   

設置することを酌棲としたものであり、その概二要を示すと下記のとかりである。  
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1．半自動式給餌機   

（1）仕 様  

密閉型カーブドスクリューコ㌧ンベアー  

天井走行手動式クレーン  

移動式ホタバー   （4q±OKク）  

動  力 1．51爪 × 2  

基
 
基
 
基
 
郡
 
2
 
 
1
 
 
1
 
 
5
 
 

（2）フローシート  

貯配ク／クノ佑1  

貯配タンクノ拡2  

右側豚房   

左側】殊房  
＞移動式ホブパー ＜  

．＿、＿       、         ⊥   

カーブトスクリ・1－くコンベアー  人 月  

（3）設計図  

別紙のとお少   

2．全自動式給餌機  

（1）仕 様  

密閉型カーブドスクリューコシベ7一  

条配ホッパー  

U空包カープドスクリューコンベア－  

動  力 1．5珊 × d  

搬送能力  4．5扉／／Hr （150r・p・m）  

2基   

2基   

4基   

9併  

（2）フローシ㌧－ト  

貯配タンクノ砿1  

貯配タンクノ佑2  

右側隊房   

左側肱房  
＞集配ホッパー   ＜  

i ‥川 － ‥、＿、＿＿＿‥！   
密閉型カーブド  U型カーブド  
スクリ ューコンベア－  スクリ ューコンベアー  
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（3）設計図  

別席のとお少   

5．設備費見積少  

半 自 動 式 給 餌 横  全 自 動 式 給 餌 機   

か琳クリ・】－   
魂㊨27叩DO  54叩OP  密閉型カーブド  スクリ・－・・ロン吋－   ◎27血雨  54叩00 

円   
コ：／・ぺ7－  

天井走行  
手動クレーン   ㊨18叩00  18D，000  集配ホプバ ー  ㊨1利用00  280，00D   

移動式   U型カープド   
ホアノミー   ＠17叩00  170J川白  スクリーコン○ヾアー   ◎400pOO  1，dOO，000   

工 事  費  178β00  工  事  費  587こ200   

円  円  
合  計  1．0る8．000   合  計      2．8D1200   

（別鼠制 帽当少  乙15る円   （500頭用）1頭当少  5．d15円   【  

Ⅳ 要 約  

肉豚生産費中大きな割合を占める飼料袋を節減するとともに、一方、給餌作業の省力化も可能   

となる効率的な給飼技術を確定するために、過去5回忙わたり、飼料の盆与国数干その形状等に   

ついて傾討を行った鮭梁、．50軸ないし40R9以降7日目1日斬開法につし、て、良好な成績を得   

るととも忙、その機械化について検討したので、その結果を要約すれば、つぎのとお少である。  

1．1日2回制限給餌かエび全湖問不断給餌と、50Kダ、40晦おエぴ50Kクまでは不断給餌と  

し、以降7日日1日断何とについて、その発育に及ぼす影響を調査した結果、5口和たいし、  

401槻降7E＝ヨ1El断餌区は、対照の2区と比べていずれも蓬色のない発育を示したが、  

50晦時以降7日日1日酢顕区については、安定した結果が得られ貴かった。   

2・試験期間中の飼料葦釆率については、試験方法の関係で統計的分析を行ってい夜いが、Skip   

－a一一day 区吐対照区と比べて、何等遜色がなかったものと考えられる。   

5・肉質についてもSkip－a－day法が符昨夜肉語形質に悪影響を及ぼすものとは認められ  

なかった。   

4・Skip－a－d4y法を採るととにエって、給餌作業の所要時間が1日2国別限給餌法と比   

べて約4口多～55男節減されており、不断紳法と同様の省力効果が認められた。   

5・Skip－a－day法を前提とする機械給餌方式把ついて検討した結果、常時500訝飼育  
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モ前提とすれば、半自動式によって、1頭当れ絡設費拍2，15占円とたわ硯地もて導入し得るも   

のと考えられろゥ   

以上のことから、50Ⅹp時をいしA n和時以降1日断餌法が慣行の制限給餌法や全期間不断  

給餌法と比べて、その発育や飼料利用性等の点で何等遜色がなく、むしろ省力化の而で優れて  

いたことから十分に嘗及性が考えられるとともに、更に本給解法の機械化は、大規模養豚を対  

象とする場合には、省力的作業体系の一貫として評価すべき問題と脅えられる。  
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